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1値上げによる収入への影響

⚫ 料金原価（規制部門）に対する想定収入の不足額は1,771億円/年となります。

⚫ 値上げによる収入への影響としては、自由化部門と合わせ、1年間で2,000億円程度と見込んでおります。

⚫ なお、上記につきましては、燃料価格・市場価格を直近実績に置き換えた3/30再提出時の原価に基づき試算した、1年
間の影響額であり、今年度の収支影響とは異なります。

※1 今回の前提諸元となった燃料価格・販売電力量で、現行料金を継続した場合の原価算定期間における年平均収入
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【値上げによる収入への影響（自由化部門含む）】
1年間で2,000億円程度
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⚫ 関東エリアの標準的なご家庭向けの低圧自由料金プランであるスタンダードSについては、 下の図のとおり値上げ後の従
量電灯B（規制料金）と同単価となるよう見直しさせていただくこととしておりますが、詳細については、規制料金の審査
状況等を踏まえて決定する予定です。

＜2023年1月23日当社公表資料＞

※ 現行単価には、2023年1月分の燃料費調整額(従量電灯B：5.13円/kWh、スタンダードS：12.99円/kWh)を含みます。
※ 消費税等相当額を含みます。
※ 申請単価および見直し後単価には2023年4月のレベニューキャップ制度の導入に伴う託送料金の見直し分は含まれておりません。託送料金の見直し分を別途加えさせていた

だく予定です。
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規制料金値上げ後の自由料金の設定方針



3（参考） 第29回料金制度専門会合
（資料5-1）前回会合及び書面で委員から頂いた御意見について


